
区分 開講番号 開設科目名 必修 単位 学期 曜限 形態 対象学年 分野 水準 定員 隔年開講 備考

A （全科目） ドイツ語圏グローバル理解 1（スイス学入門） 1 講義 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語圏グローバル理解 2（ドイツ語文化圏研究入門） 1 講義 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語圏グローバル理解 3（ドイツ語圏で暮らしてみれば） 1 講義 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語圏グローバル理解 4（東西ドイツの分断と統一って？） 1 講義 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語圏グローバル理解 5（映像で見る日独文化比較） 1 講義 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語圏グローバル理解 6（声に出すドイツ語） 1 講義 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語スタンダード IA 1.5 演習 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語スタンダード IB 1.5 演習 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語スタンダード II 3 演習 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語エッセンシャル A 2 演習 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語エッセンシャル B 1 演習 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語インテンシブ IA 2 演習 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語インテンシブ IB 2 演習 1,2,3,4,5,6 71 03

A （全科目） ドイツ語インテンシブ II 4 演習 1,2,3,4,5,6 71 03

B 260G1077 コミュニケーション・ドイツ語Ａ 2 第1,2ターム 月4 演習 1,2,3,4,5,6 71 03 15

B 260G1078 コミュニケーション・ドイツ語Ｂ 2 第1,2ターム 水2 演習 1,2,3,4,5,6 71 03 15

B コミュニケーション・ドイツ語Ｃ

B 260G1521 コミュニケーション・ドイツ語Ｄ 2 第3,4ターム 火1 演習 1,2,3,4,5,6 71 03 15

B 260G1522 コミュニケーション・ドイツ語Ｅ 2 第3,4ターム 水3 演習 1,2,3,4,5,6 71 03 15

B コミュニケーション・ドイツ語Ｆ

B 260H2053 ドイツ言語文化概説Ａ 2 第1,2ターム 火3 講義 2,3,4 29 03 30

B ドイツ言語文化概説Ｂ ○

B 260H3019 ドイツ言語文化基礎演習Ａ 2 第1,2ターム 水3 演習 2,3,4 29 13 20

B 260H3020 ドイツ言語文化基礎演習Ｂ 2 第3,4ターム 木3 演習 2,3,4 30 13 20

C 260G1523 ドイツ語セミナーB 2 第3,4ターム 水2 演習 1,2,3,4,5,6 71 04 15

C 260G1524 ドイツ語セミナーC 2 第3,4ターム 月3 演習 1,2,3,4,5,6 71 04 15

C ドイツ語セミナーD

C 260H4061 ドイツ文芸論 2 第3,4ターム 水3 3,4 29 04 30 ○

C 260H5098 ドイツ言語文化演習 2 第1,2ターム 金4 3,4 29,30 14 15 1

C 260H5098 ドイツ言語文化演習 2 第3,4ターム 金4 3,4 29,30 14 15 1

C 260H5098 ドイツ言語文化演習 2 第1,2ターム 火4 3,4 29,30 14 15 1

C 260H5098 ドイツ言語文化演習 2 第3,4ターム 火4 3,4 29,30 14 15 1

C ドイツ言語文化論Ａ

C ドイツ言語文化論Ｂ

C 260H4066 ドイツ言語文化論Ｃ 2 第1,2ターム 木3 3,4 30 04 15 ○

※1　対象学年はシラバス「聴講指定等」も参照してください。　※2　定員等の関係で履修できない科目もあります。

備考 1）重複履修可能

その他

特記事項

マイナー・プログラム「ドイツ語」からさらに学びを深めたい学生は、マイナー・プログラム「ドイツ語〈発展〉」を履修登録し、区分B、Cの科目を履修して

ください。なお、「ドイツ語」を修了する前でも、区分Cの科目を履修することができます。

プログラム

名　　　称
ドイツ語、およびドイツ語<発展>

概　　要

【ドイツ語】ドイツ語運用能力の基礎および、ドイツ語文化圏についての入門的知識を習得するためのプログラムである。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）

に準拠すると、A1.1からA2.1のレベルに到達することを目標とする。読む・書く・聞く・話す能力の基礎を徹底して習得する。

【ドイツ語＜発展＞】「ドイツ語」を修了もしくは修了見込みの学生を対象とする。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）に準拠するレベルで、A2.2からB２の

ドイツ語運用能力に到達することを目標とする。ドイツ語の応用力の養成を目指す。

到達目標

【ドイツ語】

１）ドイツ語の基本的な語彙と文構造を使い、自己紹介や日常のあいさつができる。

２）ゆっくりとはっきり話された簡単なドイツ語を聞き取り、意味を理解できる。

３）ドイツ語文化圏の生活習慣や初歩的知識を、日本語で簡潔に説明できる。

【ドイツ語＜発展＞】

１）ドイツ語を用いて、自分の経験や考えを具体的に伝えることができる。

２）ドイツ語の中級文法や語彙を活用し、新聞記事や説明文などを理解できる。

３）ドイツ語文化に関する情報を収集し、自らの意見や感想を発表・記述できる。

履修資格

【ドイツ語】

人文学部において言語文化学プログラムを希望する学生、および創生学部において「言語文化学領域学修科目パッケージ」を希望する学生は、履修に関して本

マイナー・プログラム代表教員に事前に相談すること。

【ドイツ語<発展>】

マイナー・プログラム「ドイツ語」を修了、または履修中であること。

修了要件

【ドイツ語】

次の条件を全て満たしていること。

・区分Aから2単位以上、区分Bから2単位以上修得し、合計12単位を修得していること。区分Cの科目は対象となりません。

・学位プログラムが決定していること。

・修了申請の際、学位プログラムが言語文化学プログラムの学生、および創生学部において「言語文化学領域学修科目パッケージ」を選択している学生は、本

マイナー・プログラム代表教員に了承を得ること。

【ドイツ語<発展>】

次の条件を全て満たしていること。

・マイナー・プログラム「ドイツ語」を修了していること。

・区分B、Cの科目から12単位以上修得していること。なお、区分Bの科目のうち、マイナー・プログラム「ドイツ語」の修了要件として申請した科目を「ドイ

ツ語<発展>」に重複して申請することはできません。また、区分Aの科目は対象となりません。


